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つ
か
る
辺
り
に
あ
っ
た
門
。三
座
門
と
い
う
の
は
ア
ー
チ
が
三
つ
あ
る
門
。

（
42
）
聖
駕
　
天
子
の
乗
っ
た
車
。
皇
帝
の
乗
り
物
。

（
43
）
山
高
水
長
　
山
高
水
長
と
い
う
額
が
掲
げ
ら
れ
た
円
明
園
内
の
建
物
。
皇

帝
が
官
僚
・
外
藩
、
上
京
使
節
を
招
宴
す
る
場
所
で
上
元
（
一
月
十
五
日
）

に
は
花
火
大
会
が
開
か
れ
た
。

（
44
）
漳
絨
　
福
建
省
漳
州
を
原
産
と
す
る
毛
織
物
。
毛
糸
を
経
糸
、
絹
糸
を
緯

糸
と
し
て
織
り
、
表
面
を
起
毛
さ
せ
た
も
の
。
衣
服
・
帽
子
用
の
生
地
と

し
て
用
い
ら
れ
る
。
天
鵞
絨
と
も
言
う
。

（
45
）
八
糸
緞
　
緞
子
の
一
種
。
八
枚
繻
子
で
模
様
を
織
り
出
し
た
光
沢
の
あ

る
厚
手
の
絹
織
物
。
明
清
時
代
に
は
緞
の
紋
様
が
循
環
型
と
な
り
、
八
糸

（
俗
に
八
枚
緞
と
称
す
る
）
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
46
）
五
糸
緞
　
緞
子
の
一
種
。
五
枚
繻
子
で
模
様
を
織
り
出
し
た
光
沢
の
あ
る

厚
手
の
絹
織
物
。

（
47
）
花
大
荷
包
　
花
模
様
の
つ
い
た
大
型
の
袋
物
。

（
48
）
灯
戯
　
影
絵
人
形
劇
。
影
絵
芝
居
。

（
49
）
盒
子
　
花
火
の
一
種
。
箱
形
の
仕
掛
け
花
火
。

（
50
）
菓
盒
　
果
盒
と
も
。
果
物
を
盛
る
蓋
付
き
の
容
器
。
又
、
そ
れ
に
盛
っ
た

果
物
。
あ
る
い
は
茶
菓
入
れ
の
小
箱
。
よ
く
蜜
餞
（
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
の
果

物
）、
糖
果
（
あ
め
）
な
ど
を
入
れ
た
こ
と
か
ら
い
う
。

（
51
）
元
宵
　
餡
入
り
だ
ん
ご
。
旧
暦
正
月
十
五
日
の
元
宵
節
の
日
に
食
す
。

（
52
）
正
大
光
明
殿
　
正
大
光
明
と
い
う
額
が
掲
げ
ら
れ
た
円
明
園
内
の
建
物
で
、

紫
禁
城
の
太
和
殿
を
模
し
て
造
ら
れ
た
宮
殿
。
円
明
園
に
滞
在
中
の
皇
帝

の
政
務
の
場
で
あ
り
、
ま
た
外
藩
や
外
国
の
進
貢
使
節
の
接
見
場
所
で
も

あ
っ
た
。

（
53
）
聖
安
回
国
　
聖
安
は
皇
帝
の
安
泰
。
回
国
は
帰
国
。

（
54
）
跪
請
　
ひ
ざ
ま
ず
い
て
請
う
。

（
55
）
賞
賚
　
お
祝
い
の
品
を
下
賜
す
る
。

（
56
）
四
訳
館
　
会
同
四
訳
館
と
も
。
外
国
使
節
の
宿
泊
・
接
待
施
設
。
清
代
初

期
に
は
会
同
館
と
四
訳
館
に
分
か
れ
て
お
り
、
外
国
使
臣
の
接
待
等
の
た

め
に
礼
部
管
轄
の
も
と
に
会
同
館
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
外
国
文
書
の
翻
訳

の
た
め
に
翰
林
院
に
四
訳
館
を
設
置
し
、
官
生
に
諸
外
国
語
を
学
習
さ
せ

た
。
乾
隆
十
三
年
（
一
七
四
八
年
）
に
統
合
し
て
礼
部
の
付
属
機
関
と
し
、

提
督
会
同
四
訳
館
一
人
を
置
き
、
鴻
臚
寺
少
卿
を
兼
務
さ
せ
た
（『
清
国
行

政
法
』
第
一
巻
上
、
二
二
五
～
二
二
六
頁
）。

（
57
）
移
付
　
付
文
を
送
る
こ
と
。

（
58
）
格
外
　
常
例
以
外
、
特
別
。
格
別
。

2-123-09
　
福
建
布
政
使
司
よ
り
国
王
尚
灝
あ
て
、
嘉
慶
二
十
一
年
の
進
貢
・
二
十

二
年
の
接
貢
関
連
事
項
の
処
置
、
詞
章
の
献
呈
等
に
つ
い
て
知
ら
せ
る

咨
（
嘉
慶
二
十
三
《
一
八
一
八
》、
五
、
四
）

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
勅
書
を
恭
迎
し
、
併
び
に
使
臣
を
接
回
せ
ん

が
事
の
為
に
す
。

貴
国
王
の
咨
を
准
け
た
る
に
開
す
。

案
照
し
た
る
に
、
本
爵
は
貢
典
に
欽
遵
し
、
業
に
嘉
慶
二
十
一
年
秋
に
耳

目
官
毛
維
憲
・
正
議
大
夫
蔡
次
九
等
を
遣
わ
し
、
表
章
・
方
物
を
齎
捧
し
て

天
朝
に
入
貢
せ
し
む
。
経
に
本
爵
、
咨
も
て
両
院
に
転
詳
し
、
起
送
し
て
入

京
し
、
聖
禧
を
叩
祝
せ
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
請
い
て
案
に
在
り
。

茲
に
還
国
の
期
に
当
た
り
、
例
と
し
て
応
に
船
を
撥
り
て
接
回
す
べ
し
。

此
れ
が
為
に
特
に
都
通
事
魏
崇
仁
等
を
遣
わ
し
、
海
船
一
隻
に
坐
駕
し
、
前
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み
て
閩
省
に
詣
ら
し
む
。
皇
上
の
勅
書
・
欽
賜
の
物
件
を
恭
迎
し
、
併
び
に

京
回
の
使
臣
毛
維
憲
・
蔡
次
九
・
王
士
惇
と
在
閩
の
存
留
通
事
鄭
択
中
等
を

接
え
て
帰
国
せ
し
め
ん
と
す
。
仍
お
祈
る
ら
く
は
、
督撫
両
院
に
転
詳
し
、
皇

上
の
遠
人
を
懐
柔
す
る
の
至
意
に
仰
体
せ
ん
こ
と
を
。
希
わ
く
は
来
船
の
員

伴
を
将
て
例
に
照
ら
し
て
館
駅
に
安
頓
し
、
事
務
の
完
竣
す
る
を
俟
ち
て
、

来
夏
の
早
汛
に
て
貢
使
等
と
同
に
均
し
く
原
船
に
坐
駕
せ
し
め
、
遣
発
し
て

返
棹
す
る
を
准
さ
る
れ
ば
、
則
ち
航
海
の
末
員
、
驚
濤
の
虞
を
免
る
る
を
得

る
に
庶
か
ら
ん
。
相
い
応
に
咨
達
し
て
察
照
す
べ
し
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ

を
准
け
た
り
。

又
、
特
に
檄
も
て
探
護
せ
し
め
ん
が
事
の
為
に
す
。

嘉
慶
二
十
二
年
九
月
二
十
六
日
、
兼
署
巡
撫
部
院
董
（
教
増
）
の
憲
牌
を

奉
け
た
る
に
、
署
閩
安
副
将
陳
元
標
の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、
本
年
九
月

初
七
日
、
督
部
堂
の
憲
檄
を
奉
け
た
る
に
、
元
標
に
着
令
し
て
本
幫
兵
船
を

督
帯
し
て
琉
球
の
接
貢
夷
船
を
探
護
し
省
に
進
ま
し
め
よ
、
等
の
因
あ
り
。

此
れ
を
奉
け
た
り
。

当
即
に
職
、
標
両
営
の
各
汛
弁
並
び
に
巡
緝
の
幫
船
に
分
飭
し
て
、
一
体

に
留
心
し
探
護
せ
し
む
る
の
外
、
茲
に
護
左
営
都
司
張
啓
明
の
報
に
拠
る

に
、
署
中
軍
守
備
陳
登
貴
の
報
に
拠
る
に
、
亭
頭
汛
外
委
蔡
長
青
の
報
に
拠

る
に
称
す
ら
く
、
切
か
に
照
ら
す
に
、
琉
球
国
の
接
貢
夷
船
一
隻
、
内
に
配

せ
る
通
事
蔡
修
、
官
伴
・
水
梢
と
同
に
共
に
八
十
九
員
名
は
、
本
月
十
三
日

未
の
刻
に
四
嶼
洋
面
に
寄
泊
す
。
経
に
定
海
汛
把
総
陳
忠
義
、
十
四
日
早
潮

に
、
護
送
し
て
虎
に
進
み
、
移
交
し
て
接
護
し
て
前
来
せ
り
。

該
外
委
、
遵
い
て
即
ち
に
兵
目
を
管
帯
し
、
船
隻
に
駕
坐
し
、
小
心
に
該

夷
船
を
防
護
す
。
午
の
刻
に
至
り
て
、
亭
頭
怡
山
江
干
に
到
り
て
抛
泊
す
。

理
と
し
て
合
に
具
報
す
べ
し
、
等
の
情
あ
り
。
転
報
し
て
職
に
到
る
。
此
れ

を
拠
け
た
り
。
鎮
口
汛
弁
に
飭
行
し
、
目
兵
を
管
帯
し
て
船
隻
に
駕
坐
し
、

小
心
に
防
護
し
て
省
に
進
ま
し
め
、
另
に
報
ず
る
を
除
く
の
外
、
合
に
夷
船

の
虎
に
進
む
の
日
期
を
将
て
具
報
す
べ
し
、
等
の
情
あ
り
。
本
兼
署
撫
部
堂

に
到
る
。
此
れ
を
拠
け
た
り
。

合
に
就
ち
に
飭
行
せ
し
む
べ
し
。
牌
を
備
え
て
司
に
行
し
、
即
便
に
福
防

庁
に
転
行
し
て
査
照
せ
し
め
、
即
ち
に
琉
球
の
接
貢
夷
船
を
将
て
、
内
港
に

帯
進
せ
し
め
、
営
汛
口
員
と
会
同
し
て
験
明
し
、
官
伴
人
等
は
館
駅
に
安
頓

し
、
例
に
照
ら
し
て
辦
理
し
詳
報
せ
し
む
。
違
う
毋
か
れ
、
等
の
因
あ
り
。

又
、
前
事
の
為
に
す
。

嘉
慶
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日
、
総
督
部
堂
董
（
教
増
）
の
、
本
司
の
詳

に
批
す
る
を
奉
け
た
る
に
、
査
得
し
た
る
に
、
琉
球
国
王
尚
灝
、
都
通
事
魏

崇
仁
等
を
遣
わ
し
、
官
伴
・
水
梢
共
に
八
十
九
員
名
を
率
領
し
、
海
船
一
隻

に
坐
駕
し
て
閩
に
来
た
ら
し
め
、
勅
書
併
び
に
進
貢
の
使
臣
を
迎
接
し
て
回

国
せ
し
め
ん
と
す
。
嘉
慶
二
十
二
年
九
月
十
八
日
に
南
台
の
番
船
浦
に
駛
抵

し
て
停
泊
す
。
署
福
州
府
海
防
同
知
言
尚
焜
、
福
州
城
守
営
副
将
安
慶
・
閩

海
関
委
員
希
霖
布
と
会
同
す
る
を
経
て
、
九
月
二
十
一
日
に
人
数
併
び
に
帯

来
せ
る
土
産
・
銀
両
・
雑
物
及
び
防
船
の
軍
器
を
会
験
し
、
即
ち
に
是
の
日

に
館
駅
に
安
挿
す
。
分
別
に
造
冊
し
、
抄
白
の
符
文
・
執
照
と
同
に
詳
送
し

て
前
来
す
。
合
に
就
ち
に
清
冊
を
転
造
し
て
詳
送
し
、
伏
し
て
察
照
し
て
具
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題
す
る
を
候
つ
べ
し
。
此
の
案
は
、
応
に
撫
憲
の
主
稿
を
請
う
べ
し
。
合
併

声
明
す
、
等
の
由
あ
り
。

批
を
奉
け
た
る
に
、
撫
部
院
の
核
題
す
る
を
仰
候
せ
よ
。
繳
す
。
冊
・
抄

白
の
執
照
は
存
す
、
と
あ
り
。

又
、
巡
撫
部
院
史
（
致
光
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
察
核
し
て
具
題
す
る

を
仰
候
せ
よ
。
仍
お
督
部
堂
の
批
示
を
候
て
。
繳
す
。
冊
・
抄
照
は
存
送

す
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。

又
、
恩
を
体
例
に
籲
む
等
の
事
の
為
に
す
。

嘉
慶
二
十
二
年
十
月
二
十
四
日
、
総
督
部
堂
董
（
教
増
）
の
、
本
司
の
詳

に
批
す
る
を
奉
け
た
る
に
、
査
得
し
た
る
に
、
琉
球
国
の
進
・
接
貢
船
隻
、

閩
に
来
た
る
。
所
帯
の
銀
両
は
、
例
と
し
て
応
に
開
館
し
、
該
夷
官
の
兌
買

交
易
す
る
を
聴
す
べ
し
。
惟
だ
査
す
る
に
、
史
書
・
黒
黄
紫
皁
大
花
西
番
蓮

緞
疋
・
焰
硝
・
牛
角
・
兵
器
・
桐
油
・
鉄
鍋
・
黄
紅
銅
器
以
及
び
糸
綢
・
緞

疋
・
綾
絹
・
紗
羅
等
の
物
は
、
均
し
く
例
禁
を
干
せ
ば
、
収
買
す
る
を
許
さ

ず
。乾

隆
二
十
八
年
の
間
、
諭
旨
を
欽
奉
し
、
琉
球
国
に
其
の
土
糸
五
千
觔
・

二
蚕
湖
糸
三
千
觔
の
歳
買
を
准
さ
る
。
又
、
乾
隆
三
十
年
の
間
、
前
憲
の
奏

准
を
奉
け
、
歳
買
せ
る
糸
觔
八
千
觔
の
内
、
綢
緞
二
千
觔
に
改
配
せ
ん
と
す

れ
ば
、
千
觔
毎
に
糸
一
千
二
百
觔
に
抵
扣
し
、
数
に
按
じ
て
扣
除
せ
し
む
、

各
等
の
因
あ
り
。
欽
遵
し
て
案
に
在
り
。

茲
に
該
庁
の
詳
に
拠
る
に
、
該
夷
官
の
請
う
に
拠
る
に
、
接
貢
船
内
に
帯

来
せ
る
土
産
の
貨
物
を
将
て
、
給
示
し
て
開
館
貿
易
せ
ん
こ
と
を
呈
請
す
。

相
い
応
に
俯
し
て
請
う
所
の
如
く
し
、
即
ち
に
期
を
定
め
て
開
館
貿
易
せ
し

め
、
以
て
体
恤
を
昭
ら
か
に
す
べ
し
。

仍
お
飭
し
て
憲
行
を
遵
奉
し
、
看
管
の
員
役
に
厳
飭
し
て
留
心
に
稽
察

し
、
開
館
の
日
よ
り
始
め
と
為
し
、
採
買
せ
る
貨
物
を
験
明
な
ら
し
め
、
日

に
按
じ
て
摺
報
せ
し
む
。
仍
お
開
館
の
日
期
を
将
て
先
行
に
通
報
せ
し
む
。

収
買
せ
る
糸
觔
を
紬
緞
に
改
配
す
る
に
至
り
て
は
、
均
し
く
定
額
に
遵
い
配

搭
し
て
扣
抵
し
、
其
の
余
の
氈
条
・
布
疋
・
薬
材
等
の
物
で
例
禁
の
内
に
在

ら
ざ
る
者
は
、
応
に
買
帯
す
る
を
准
す
べ
し
。
把
駅
の
員
弁
・
兵
役
の
陋
規

を
需
索
す
る
を
許
さ
ず
、
附
近
の
土
棍
・
奸
民
の
入
館
し
勾
通
局
騙
し
、
禁

物
を
串
帯
し
、
額
を
逾
え
て
滋
弊
す
る
を
厳
禁
す
。

併
び
に
土
通
事
を
し
て
交
易
せ
る
客
商
の
姓
名
・
兌
買
せ
る
物
件
を
将
て

日
に
按
じ
て
摺
報
せ
し
め
、
事
竣
わ
れ
ば
該
庁
に
着
令
し
て
細
冊
を
彙
造

し
、
司
に
送
り
査
考
せ
し
む
。
并
び
に
飭
し
て
夷
官
等
に
訳
諭
し
、
趕
緊
に

貿
易
し
期
を
剋
し
て
報
竣
せ
し
め
、
遣
回
す
る
を
詳
請
し
、
逗
遛
し
て
貽
悞

す
る
を
許
す
毋
か
ら
し
む
べ
し
。
仍
お
事
竣
わ
る
の
日
を
俟
ち
て
、
買
う
所

の
各
項
の
貨
物
を
将
て
、
員
に
委
し
て
盤
験
し
て
上
船
せ
し
め
、
以
て
透
漏

を
杜
ざ
さ
し
む
。
給
示
し
て
柔
遠
駅
に
寔
貼
し
て
暁
諭
す
る
を
除
く
の
外
、

理
と
し
て
合
に
詳
報
す
べ
し
。
伏
し
て
察
核
し
て
批
示
す
る
を
候
つ
、
等
の

由
あ
り
。

批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
の
如
く
飭
遵
せ
よ
。
仍
お
撫
部
院
の
批
示
を
候

て
。
繳
す
、
と
あ
り
。

又
、
巡
撫
部
院
史
（
致
光
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
に
拠
り
已
に
悉
く
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せ
り
。
給
示
し
て
暁
諭
す
る
を
仰
候
せ
よ
。
仍
お
歴
届
の
章
程
に
照
ら
し
、

分
別
に
飭
遵
し
て
辦
理
し
、
先
に
開
館
の
日
期
を
将
て
報
査
せ
し
め
よ
。
并

び
に
趕
緊
に
貿
易
せ
し
め
、
竣
報
し
て
期
に
至
れ
ば
、
遣
回
す
る
を
詳
請
せ

よ
。
仍
お
督
部
堂
の
批
示
を
候
て
。
繳
す
、
等
の
因
あ
り
、
此
れ
を
奉
け
た

り
。又

、
通
行
せ
ん
が
事
の
為
に
す
。

嘉
慶
二
十
二
年
四
月
十
八
日
、
前
兼
署
総
督
部
堂
王
（
紹
蘭
）
の
箚
付
を

奉
け
た
る
に
、
嘉
慶
二
十
二
年
四
月
初
九
日
、
礼
部
の
咨
を
准
け
た
り
。

儀
制
司
案
呈
す
。
嘉
慶
二
十
二
年
二
月
二
十
三
日
、
内
閣
の
抄
出
し
た
る

に
、
二
十
一
日
、
上
諭
を
奉
じ
た
る
に
、
国
家
、
向
き
に
旬
慶
の
大
典
に
遇

い
、
鑾
輅
の
時
巡
に
或
う
。
臣
工
等
、
例
と
し
て
詞
章
を
呈
献
す
る
を
得

る
。
明
年
、
朕
、
盛
京
を
巡
幸
し
祗
ん
で
三
陵
に
謁
す
。
歳
を
越
え
て
の
己

卯
、
朕
、
周
甲
の
旬
慶
に
届
る
。
諸
臣
は
雍
容
揄
揚
し
、
合
に
諸
れ
天
保
頌

君
の
義
に
し
て
、
原
よ
り
以
て
下
情
に
達
し
て
盛
典
を
光
か
す
べ
し
。
但
だ

呈
進
の
人
、
応
に
弁
ず
べ
き
は
差
等
を
以
て
し
、
其
の
文
も
亦
た
応
に
示
す

べ
き
は
体
裁
を
以
て
す
。

茲
に
特
に
期
に
先
ん
じ
て
通
行
し
て
告
諭
す
。
凡
そ
宗
室
・
王
公
の
内
、

其
の
文
を
能
く
す
る
者
は
倶
に
進
呈
を
准
す
。
在
内
の
満
漢
の
大
臣
・
京

堂
・
翰
詹
科
道
、
在
外
の
督
撫
、
凡
そ
科
甲
出
身
者
よ
り
倶
に
一
体
に
例
に

照
ら
し
て
備
進
す
る
を
准
す
。
此
の
外
は
概
ね
呈
逓
を
准
さ
ず
。
廃
員
に
至

り
て
は
罷
斥
の
人
に
係
れ
ば
、
尤
も
応
に
越
分
妄
干
す
べ
か
ら
ず
。
倘
し
例

に
違
い
て
僥
倖
の
者
有
れ
ば
、
各
衙
門
概
ね
接
収
す
る
を
准
さ
ず
。
再
た
近

来
進
呈
せ
る
各
冊
は
往
往
に
し
て
貪
多
務
博
、
繊
巧
新
奇
為
る
を
競
う
こ
と

甚
だ
し
き
は
人
臣
対
揚
の
体
に
非
ず
。
朕
、
宮
中
に
於
て
披
覧
す
。
旧
時
、

臣
工
の
進
む
る
所
の
冊
頁
は
毎
人
、
或
い
は
詩
数
首
、
或
い
は
頌
賦
一
章
あ

り
。
詞
旨
は
敦
厚
に
し
て
、
体
裁
も
亦
た
復
た
正
大
な
り
。
嗣
後
、
諸
臣
、

進
冊
す
る
者
は
、
毎
人
祗
だ
一
冊
を
進
む
を
准
す
の
み
。
詩
文
も
亦
た
各
々

一
体
を
専
ら
に
す
。
誇
多
闘
靡
し
、
華
に
し
て
不
寔
な
る
を
許
す
毋
か
れ
。

其
れ
択
言
は
務
め
て
雅
正
を
求
め
、
尤
も
当
に
頌
し
て
規
を
忘
れ
ず
、
政
事

に
於
て
裨
用
有
る
を
期
し
、
朕
の
返
樸
還
淳
、
文
体
を
釐
正
す
る
の
至
意
に

副
う
べ
し
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
め
り
。
欽
遵
し
て
部
に
到
る
。
相
い
応
に

該
衙
門
に
行
文
し
て
一
体
に
遵
照
す
れ
ば
可
な
る
べ
し
、
等
の
因
あ
り
。
本

兼
署
部
堂
に
到
る
。
此
れ
を
准
け
た
り
。
合
に
就
ち
に
行
知
す
べ
し
。
箚
を

備
え
て
司
に
行
し
即
便
に
移
行
し
、
一
体
に
欽
遵
せ
し
む
、
等
の
因
あ
り
。

此
れ
を
奉
け
た
り
。

又
、
恩
を
体
例
に
籲
む
等
の
事
の
為
に
す
。

嘉
慶
二
十
三
年
五
月
初
四
日
、
総
督
部
堂
董
（
教
増
）
の
、
本
司
の
詳
に

批
す
る
を
奉
け
た
る
に
、
査
得
し
た
る
に
、
琉
球
国
の
接
貢
船
内
の
官
伴
・

水
梢
人
等
の
帯
来
せ
る
土
産
の
貨
物
は
、
先
に
経
に
詳
も
て
憲
台
の
批
を
奉

け
、
開
館
貿
易
を
准
さ
る
。
当
即
に
福
防
同
知
に
檄
行
し
、
遵
照
し
て
稽
察

し
趕
緊
に
貿
易
す
る
を
厳
催
し
、
完
竣
す
れ
ば
験
明
し
、
造
冊
し
て
取
結

し
、
詳
報
せ
し
め
去
後
れ
り
。

茲
に
署
福
防
同
知
言
尚
焜
の
詳
報
に
拠
る
に
、
接
貢
船
内
に
帯
来
せ
る
土

産
の
貨
物
并
び
に
官
伴
の
随
帯
せ
る
銀
両
は
、
嘉
慶
二
十
二
年
十
月
二
十
日
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に
開
館
貿
易
し
、
本
年
四
月
二
十
一
日
に
至
り
て
完
竣
す
。
即
ち
に
四
月
二

十
七
日
に
離
駅
登
舟
す
。

所
有
の
接
貢
船
上
の
官
伴
・
水
梢
は
原
報
の
共
に
八
十
九
員
名
の
内
、
水

梢
肥
加
・
長
嶺
二
名
の
病
故
す
る
を
除
き
、
又
、
接
貢
の
存
留
官
伴
六
員
名

を
除
き
、
又
、
水
梢
玉
城
・
小
嶺
二
名
は
、
連
江
県
よ
り
送
到
せ
る
漂
風
難

夷
泉
崎
村
即
ち
宮
多
郎
の
船
内
に
派
撥
し
引
導
と
し
て
遣
回
せ
る
を
除
き
、

又
、
水
梢
仲
村
渠
・
高
江
洲
二
名
は
、
浙
江
太
平
県
よ
り
送
到
せ
る
難
夷
鄷

国
桂
の
船
内
に
派
撥
し
引
導
と
し
て
遣
回
せ
る
を
除
く
の
外
、
前
年
進
貢
し

て
京
回
せ
る
官
伴
二
十
員
名
を
附
搭
し
、
又
、
前
年
進
貢
せ
る
存
留
官
伴
の

跟
伴
屋
麻
城
一
名
は
報
故
す
る
を
除
く
の
外
、
寔
在
の
官
伴
一
十
五
員
名
を

附
搭
し
、
通
共
し
て
回
国
す
る
官
伴
・
水
梢
は
統
計
す
る
に
一
百
一
十
二
員

名
な
り
。

現
に
夷
官
の
呈
報
に
拠
る
に
、
四
月
二
十
七
日
に
定
め
て
離
馹
登
舟
す
。

此
の
時
、
行
期
緊
迫
し
、
未
だ
稽
遅
し
て
風
汛
を
悞
る
を
致
す
に
便
な
ら

ず
。
相
い
応
に
前
年
の
例
に
体
照
し
、
先
行
に
詳
明
し
て
咨
を
請
い
、
該
庁

に
飭
令
し
て
験
明
し
、
貨
物
の
冊
・
結
を
備
造
し
、
司
に
送
り
て
另
文
も
て

呈
送
し
て
案
に
備
え
し
む
る
を
除
く
の
外
、
合
に
拠
送
せ
る
花
名
の
数
冊
を

将
て
情
に
拠
り
て
詳
請
し
、
伏
し
て
察
核
し
て
迅
や
か
に
即
日
に
批
示
を
賜

る
を
候
ち
、
以
て
給
咨
し
て
該
国
王
に
備
移
し
、
汛
に
乗
じ
て
遣
発
回
国
す

る
を
査
照
す
る
に
便
な
ら
し
む
べ
し
。
該
庁
に
行
令
し
、
閩
安
協
と
会
同
し

て
験
明
し
、
員
弁
を
派
撥
し
て
護
送
出
洋
せ
し
め
、
長
行
回
国
の
日
期
を
取

具
し
、
另
に
詳
も
て
題
す
る
を
請
う
、
等
の
由
あ
り
。

批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
の
如
く
給
咨
し
、
該
国
王
に
備
移
し
、
汛
に
乗
じ

て
遣
発
回
国
す
る
を
査
照
せ
し
め
よ
。
并
び
に
福
防
同
知
に
行
し
て
閩
安
協

と
会
同
し
て
験
明
し
、
員
弁
を
派
撥
し
て
護
送
出
洋
せ
し
め
よ
。
仍
お
長
行

回
国
の
日
期
を
取
り
具
詳
し
て
題
を
請
え
。
并
び
に
撫
部
院
の
批
示
を
候

て
。
繳
す
。
冊
は
存
す
、
と
あ
り
。

又
、
巡
撫
部
院
史
（
致
光
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
の
如
く
給
咨
し
、

該
国
王
に
備
移
し
、
汛
に
乗
じ
て
遣
発
回
国
す
る
を
査
照
せ
し
め
よ
。
福
防

庁
に
行
令
し
、
閩
安
協
と
会
同
し
て
員
弁
を
派
撥
し
て
護
送
出
洋
せ
し
め

よ
。
仍
お
船
内
の
貨
物
を
将
て
盤
験
し
て
清
楚
な
ら
し
め
、
造
冊
し
呈
送
し

て
察
査
せ
し
め
よ
。
難
番
仲
村
渠
等
の
各
起
の
船
隻
に
至
り
て
は
、
既
に
均

し
く
四
月
二
十
七
日
を
択
び
て
登
舟
す
。
何
を
以
て
、
遅
れ
て
今
日
に
至
る

も
尚
お
未
だ
具
詳
せ
ざ
る
や
。
是
れ
庁
胥
の
玩
延
す
る
か
、
抑
も
司
書
の
遅

擱
す
る
に
係
る
や
否
や
。
該
夷
人
登
舟
す
る
の
後
、
一
た
び
風
汛
に
遇
え

ば
、
応
に
即
ち
に
放
洋
せ
し
む
べ
し
。
而
も
該
司
、
尚
お
未
だ
詳
報
し
給
咨

せ
ざ
れ
ば
、
豈
に
遅
悞
せ
ざ
ら
ん
や
。
仰
即
ち
に
査
明
し
て
具
覆
し
、
一
面

に
迅
速
に
例
に
照
ら
し
て
詳
辦
し
、
并
び
に
長
行
回
国
の
日
期
を
取
具
し
叙

詳
し
て
題
を
請
え
。
再
び
遅
延
す
る
毋
か
れ
。
速
速
た
れ
。
仍
お
督
部
堂
の

批
示
を
候
て
。
繳
す
。
冊
は
存
す
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。
并

び
に
福
防
庁
に
拠
り
て
送
到
せ
る
貨
物
の
冊
・
結
は
前
来
す
。

茲
に
遣
発
回
国
の
期
に
当
た
り
、
合
に
就
ち
に
移
知
す
べ
し
。
此
れ
が
為

に
貴
国
王
に
備
咨
す
。
請
煩
わ
く
は
査
照
施
行
せ
ら
れ
よ
。
須
ら
く
咨
に
至

る
べ
き
者
な
り
。
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計
、
移
送
せ
る
冊
一
本
あ
り

右
、
琉
球
国
中
山
王
尚
（
灝
）
に
咨
す

嘉
慶
二
十
三
年
（
一
八
一
八
）
五
月
初
四
日

注
＊
本
文
書
の
咨
覆
は
〔
一
二
五
―
〇
四
〕
で
あ
る
。

（
1
）
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
　
明
清
時
代
の
福
建
省
の
行
政
官
庁
。
長
官
は

布
政
使
。
省
の
財
政
・
戸
口
・
田
土
の
調
査
、
朝
命
の
宣
布
や
道
・
府
以

下
の
監
督
、
駅
伝
等
の
一
般
行
政
を
統
括
し
た
。
琉
球
国
を
対
象
と
す
る

市
舶
提
挙
司
・
柔
遠
駅
が
置
か
れ
て
い
た
福
建
省
の
布
政
司
は
、
明
清
時

代
を
通
じ
て
琉
球
国
と
の
外
交
の
窓
口
で
あ
っ
た
。

（
2
）
接
回
　
受
け
取
っ
て
帰
る
。
引
き
つ
れ
て
帰
国
す
る
。

（
3
）
貴
国
王
の
咨
　〔
一
二
二
―
〇
一
〕。

（
4
）
案
照
　
前
の
案
件
に
照
ら
し
。（
根
拠
と
す
べ
き
）
公
文
書
に
よ
れ
ば
、
の

意
。

（
5
）
本
爵
　
皇
族
・
王
族
の
自
称
。
琉
球
国
王
の
位
は
皇
帝
か
ら
与
え
ら
れ
た

王
爵
。

（
6
）
貢
典
　
朝
貢
に
つ
い
て
の
き
ま
り
。

（
7
）
表
章
　
皇
帝
に
奉
る
表
文
や
奏
本
で
、
朝
貢
国
で
は
表
文
は
謝
恩
・
慶
賀
・

進
貢
な
ど
の
際
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
以
外
は
奏
本
が
用
い
ら
れ
た
。

（
8
）
両
院
　
総
督
と
巡
撫
。
総
督
は
一
省
な
い
し
数
省
の
民
政
・
軍
務
を
掌
る

地
方
行
政
の
最
高
官
。
巡
撫
は
省
の
長
官
。「
両
院
」
の
「
院
」
は
都
察
院

の
こ
と
で
、
総
督
・
巡
撫
が
都
察
院
の
職
名
を
兼
ね
有
す
る
こ
と
か
ら
い

う
。

（
9
）
転
詳
　
詳
を
上
司
へ
取
り
つ
い
で
報
告
す
る
こ
と
。
詳
は
上
級
官
庁
に
報

告
し
て
指
示
を
受
け
る
た
め
の
文
書
。

（
10
）
起
送
　
出
発
す
る
。

（
11
）
聖
禧
　
天
子
の
幸
福
。

（
12
）
叩
祝
　「
叩
」
は
叩
頭
の
意
。
皇
帝
の
御
前
で
ひ
ざ
ま
ず
き
、
頭
を
地
面
に

す
り
つ
け
る
儀
礼
。
礼
を
尽
く
し
て
祝
う
と
い
う
意
味
。

（
13
）
魏
崇
仁
　
久
米
村
系
魏
氏
。
高
嶺
里
之
子
親
雲
上
（『
家
譜
（
二
）』
一
一

頁
、
王
朝
銓
の
譜
）。
嘉
慶
二
十
二
年
接
貢
の
在
船
都
通
事
。『
宝
案
』
で

は
ほ
か
に
嘉
慶
五
年
の
王
舅
通
事
（
巻
九
一
）、
嘉
慶
十
四
年
護
送
船
の
都

通
事
（
巻
一
〇
七
）
と
し
て
も
名
が
み
え
る
。

（
14
）
坐
駕
　
坐
は
（
す
わ
っ
て
）
乗
る
。
駕
は
操
縦
す
る
。

（
15
）
欽
賜
　
天
子
か
ら
賜
う
。
恩
賜
。

（
16
）
京
回
　
都
よ
り
帰
る
。
こ
こ
で
は
北
京
か
ら
福
州
へ
戻
る
こ
と
。

（
17
）
王
士
惇
　
久
米
村
系
王
氏
。
瀬
名
波
親
雲
上
。
嘉
慶
二
十
一
年
進
貢
の
都

通
事
。『
宝
案
』
で
は
ほ
か
に
嘉
慶
十
一
年
の
具
結
状
に
中
議
大
夫
（
巻

一
〇
一
）、
道
光
二
年
進
貢
の
正
議
大
夫
（
巻
一
三
三
）
と
し
て
も
名
が
み

え
る
。

（
18
）
存
留
通
事
　
進
貢
・
接
貢
の
際
に
使
者
に
随
行
し
て
中
国
に
渡
り
、
福
建

に
と
ど
ま
っ
て
福
州
琉
球
館
に
お
け
る
外
交
折
衝
・
貿
易
業
務
等
に
あ
た

る
。

（
19
）
鄭
択
中
　
神
山
親
雲
上
（『
家
譜
（
二
）』
四
四
一
頁
、
孫
光
裕
の
譜
）。
久

米
村
系
鄭
氏
。
嘉
慶
二
十
一
年
進
貢
の
存
留
通
事
。『
宝
案
』
で
は
ほ
か
に

道
光
二
年
進
貢
の
都
通
事
（
巻
一
三
三
）、
八
年
進
貢
の
朝
京
都
通
事
（
巻

一
四
七
）、
十
二
年
進
貢
の
副
使
正
議
大
夫
（
巻
一
五
五
）
と
し
て
も
名
が

み
え
る
。

（
20
）
遠
人
　
首
都
か
ら
は
る
か
に
離
れ
た
遠
方
の
人
々
。
地
の
果
て
に
住
む

人
々
。
世
界
中
の
遠
い
国
の
人
々
。
こ
こ
で
は
琉
球
。

（
21
）
懐
柔
　
思
い
や
り
懐
け
る
こ
と
、
帰
順
さ
せ
る
こ
と
。「
遠
人
を
懐
柔
」
は

遠
方
の
琉
球
を
思
い
や
っ
て
懐
け
る
こ
と
。『
礼
記
』「
中
庸
」
に
「
凡
そ

天
下
・
国
家
を
為
む
る
に
、
九
経
有
り
。
曰
く
、
身
を
修
む
る
な
り
。
賢

を
尊
ぶ
な
り
。
親
を
親
し
む
る
な
り
。
大
臣
を
敬
す
る
な
り
。
群
臣
を
体

す
る
な
り
。
遠
人
を
柔
げ
、
諸
侯
を
懐
く
る
な
り
」
と
あ
る
。
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（
22
）
至
意
　
誠
意
。
ま
ご
こ
ろ
。

（
23
）
仰
体
　
仰
い
で
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
こ
と
。

（
24
）
早
汛
　
陰
暦
五
月
以
前
に
吹
く
航
海
に
適
し
た
季
節
風
の
こ
と
。

（
25
）
返
棹
　
帰
国
す
る
。

（
26
）
驚
濤
の
虞
　
驚
濤
は
恐
る
べ
き
荒
波
。
荒
波
が
激
し
く
な
る
恐
れ
。

（
27
）
咨
達
　
咨
文
を
送
達
す
る
。

（
28
）
察
照
　
明
察
す
る
。
つ
ま
び
ら
か
に
知
る
。
明
ら
か
に
す
る
。

（
29
）
等
の
因
あ
り
　
引
用
文
の
終
り
を
示
す
語
。
ふ
つ
う
は
上
級
ま
た
は
同
級

機
関
か
ら
の
引
用
に
用
い
る
。

（
30
）
此
れ
を
准
け
た
り
　「
准
此
」
は
同
等
機
関
か
ら
の
文
書
を
受
け
取
っ
た
こ

と
を
示
す
接
受
語
。
上
記
の
文
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
、
の
意
。

（
31
）
檄
　
上
級
機
関
か
ら
の
指
令
の
文
書
。

（
32
）
探
護
　
探
索
し
て
護
送
す
る
。

（
33
）
兼
署
巡
撫
部
院
　
総
督
が
福
建
巡
撫
を
臨
時
に
兼
務
し
て
い
る
こ
と
。

（
34
）
董
（
教
増
）　
？
～
道
光
二
年
（
一
八
二
二
）。
字
は
益
甫
。
諡
は
文
恪
。

江
蘇
上
元
の
人
。
乾
隆
四
十
五
年
、
南
巡
の
挙
人
（
召
試
）。
五
十
一

年
（
丁
未
）
の
進
士
。
嘉
慶
五
年
四
川
按
察
使
と
な
り
、
九
年
四
川
布
政

使
と
な
る
。
そ
の
後
安
徽
巡
撫
、
陜
西
巡
撫
、
広
東
巡
撫
な
ど
を
経
て
、

二
十
二
年
閩
浙
総
督
と
な
る
（『
清
史
稿
』
巻
三
五
七
、
列
伝
一
四
四
）。

（
35
）
憲
牌
　
上
司
の
指
令
・
通
達
文
書
。
憲
は
上
官
へ
の
尊
称
。

（
36
）
署
閩
安
副
将
　
福
建
水
師
提
督
下
に
閩
安
協
が
あ
り
、
副
将
は
そ
の
指
揮

官
（『（
光
緒
）
清
会
典
』
巻
四
五
）。
署
は
代
理
。

（
37
）
陳
元
標
　
福
建
の
人
。
嘉
慶
二
十
年
二
月
題
補
提
標
中
軍
参
将
と
な
る
。

嘉
慶
二
十
二
年
の
署
閩
安
副
将
（『
清
代
官
員
履
歴
檔
案
全
編
』）。

（
38
）
督
部
堂
　
総
督
。
こ
こ
で
は
董
教
増
。
こ
の
時
期
福
建
巡
撫
を
兼
務
し
て

い
た
。

（
39
）
憲
檄
　
檄
は
上
級
機
関
か
ら
の
指
令
の
文
書
。
こ
こ
で
は
福
建
巡
撫
董
教

増
の
指
令
、
ま
た
は
そ
れ
を
記
し
た
文
書
。

（
40
）
着
令
　
命
令
す
る
。

（
41
）
本
幫
　
幫
は
仲
間
、
組
織
の
意
。
こ
こ
で
は
署
閩
安
副
将
陳
元
標
の
属
す

る
水
軍
か
。

（
42
）
督
帯
　
監
督
し
て
引
率
す
る
。

（
43
）
職
　
こ
こ
で
は
卑
職
の
意
。
わ
た
く
し
。

（
44
）
標
　
総
督
直
属
の
軍
隊
の
こ
と
。
清
代
に
お
い
て
は
、
総
督
・
巡
撫
に
直

属
す
る
督
標
・
撫
標
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
閩
浙
総
督
直
属
の
海

軍
の
こ
と
。

（
45
）
汛
弁
　
汛
は
緑
営
（
漢
人
の
み
で
編
成
し
治
安
維
持
に
当
た
る
軍
）
の
軍

組
織
に
お
け
る
最
小
の
単
位
で
、
千
総
・
把
総
等
が
率
い
る
。
弁
は
員
弁
、

役
人
。
こ
こ
で
は
緑
営
の
官
兵
か
。

（
46
）
巡
緝
　
巡
察
緝
捕
の
こ
と
で
、
巡
回
し
て
犯
罪
者
を
捕
ら
え
る
こ
と
。

（
47
）
分
飭
　
各
関
係
部
署
に
訓
令
を
発
す
る
こ
と
か
。

（
48
）
留
心
　
注
意
す
る
こ
と
、
気
を
つ
け
る
こ
と
。

（
49
）
護
左
営
都
司
　
水
師
は
閩
安
水
師
副
将
の
下
に
左
営
都
司
・
右
営
都
司
、

左
営
遊
撃
・
右
営
遊
撃
な
ど
の
武
官
職
が
お
か
れ
た
。
都
司
は
明
代
に
初

め
て
置
か
れ
、
清
代
に
お
い
て
は
正
四
品
官
の
武
職
、
副
将
の
た
め
に
営

務
を
統
轄
し
た
。
護
は
護
理
の
意
か
。
護
理
は
下
級
の
官
職
の
者
が
上
級

の
職
を
代
行
す
る
こ
と
。

（
50
）
張
啓
明
　
嘉
慶
二
十
二
年
の
護
左
営
都
司
。

（
51
）
署
中
軍
守
備
　
中
軍
営
務
処
の
守
備
。
署
は
代
理
。
清
の
軍
制
の
武
官
で
、

水
師
は
中
営
・
左
営
・
右
営
の
三
営
に
分
か
れ
、
遊
撃
・
守
備
・
千
総
・

把
総
の
順
で
武
官
職
が
お
か
れ
た
。

（
52
）
陳
登
貴
　
嘉
慶
二
十
二
年
の
署
中
軍
守
備
。

（
53
）
亭
頭
汛
　
閩
江
県
亭
頭
郷
に
置
か
れ
た
緑
営
。
通
行
す
る
船
の
監
督
・
取

り
締
ま
り
を
行
っ
た
。

（
54
）
外
委
　
定
員
外
に
任
命
し
た
役
人
の
こ
と
。

（
55
）
蔡
長
青
　
嘉
慶
二
十
二
年
の
亭
頭
汛
外
委
。
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（
56
）
蔡
修
　
乾
隆
四
十
二
～
道
光
十
二
年
（
一
七
七
七
～
一
八
三
二
）。
儀
間
親

雲
上
。
久
米
村
系
蔡
氏
（
儀
間
家
）
十
六
世
。
嘉
慶
五
年
通
事
、
十
三
年

都
通
事
、
道
光
二
年
中
議
大
夫
に
陞
る
。
嘉
慶
二
年
読
書
習
礼
の
た
め
閩

に
赴
き
、
五
年
帰
国
。
嘉
慶
二
十
二
年
接
貢
の
存
留
通
事
、
道
光
四
年
進

貢
二
号
貢
船
の
大
通
事
を
務
め
た
。
嘉
慶
元
年
家
統
を
継
ぎ
小
禄
間
切
儀

間
地
頭
職
を
授
か
る
（『
家
譜
（
二
）』
二
六
九
頁
）。

（
57
）
官
伴
　
官
員
・
人
伴
の
略
。
官
員
は
正
使
な
ど
の
職
務
に
つ
い
て
い
る
役

人
。
人
伴
は
そ
の
従
者
。

（
58
）
水
梢
　
水
夫
。
船
乗
り
。

（
59
）
四
嶼
洋
面
　
四
つ
の
島
嶼
群
の
こ
と
か
。
こ
こ
で
は
、
媽
祖
列
島
、
東
沙

島
、
白
犬
列
島
方
面
の
こ
と
か
。

（
60
）
定
海
汛
　
福
建
省
福
州
府
の
西
部
に
位
置
し
て
い
る
。
現
在
の
福
建
省
福

州
市
連
江
県
に
置
か
れ
た
緑
営
の
駐
屯
地
。

（
61
）
把
総
　
清
の
武
官
。
緑
営
の
最
小
編
成
単
位
で
あ
る
哨
の
指
揮
官
。

（
62
）
陳
忠
義
　
嘉
慶
二
十
二
年
の
定
海
汛
把
総
。

（
63
）
虎
に
進
み
　
五
虎
門
に
進
む
こ
と
。

（
64
）
移
交
　
引
き
渡
す
こ
と
。
引
き
継
ぐ
こ
と
。
ま
た
引
き
渡
さ
れ
た
文
書
。

（
65
）
接
護
　
受
け
取
っ
て
護
送
す
る
。
護
送
の
任
務
を
引
き
継
ぐ
。

（
66
）
前
来
　
送
っ
て
来
る
。
持
っ
て
来
る
。
到
来
す
る
。

（
67
）
兵
目
　
兵
の
頭
目
。
軍
官
。

（
68
）
管
帯
　
管
理
し
て
随
行
す
る
こ
と
か
。

（
69
）
小
心
に
　
注
意
深
く
。
慎
重
に
。
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
。

（
70
）
亭
頭
怡
山
　
亭
頭
は
閩
侯
県
亭
頭
郷
。
海
防
の
要
衝
で
あ
る
閩
安
鎮
近
く
、

怡
山
院
天
妃
宮
の
あ
っ
た
所
。
怡
山
院
に
到
着
す
る
と
進
貢
船
は
一
旦
そ

こ
で
停
泊
し
、
閩
安
鎮
の
官
吏
の
検
査
（
会
験
）
を
受
け
た
。

（
71
）
江
干
　
岸
辺
、
川
沿
い
。

（
72
）
抛
泊
　
い
か
り
を
下
ろ
す
。

（
73
）
理
と
し
て
合
に
～
べ
し
　
規
定
上
当
然
…
す
べ
き
で
あ
る
。

（
74
）
具
報
　
上
級
機
関
が
下
級
機
関
に
発
し
た
文
書
の
中
で
、
下
級
機
関
が
あ

る
こ
と
を
実
行
し
た
の
ち
、
文
書
の
形
式
で
、
そ
の
結
果
を
上
級
機
関
に

報
告
す
る
こ
と
。

（
75
）
転
報
　
と
り
つ
い
で
報
告
す
る
。

（
76
）
飭
行
　
命
令
を
発
す
る
。
命
じ
て
実
行
さ
せ
る
。

（
77
）
目
兵
　
兵
目
に
同
じ
か
。
兵
卒
中
の
小
頭
領
か
。

（
78
）
牌
を
備
え
　
牌
は
地
方
の
上
級
機
関
か
ら
下
級
機
関
へ
送
る
命
令
書
。
牌

を
作
成
し
て
、
の
意
。

（
79
）
司
に
行
し
　
司
は
布
政
使
司
。
布
政
使
司
に
送
る
。

（
80
）
福
防
庁
　
福
州
府
海
防
同
知
庁
の
略
。
福
州
府
の
下
部
機
関
で
、
沿
岸
の

防
備
な
ど
を
管
轄
し
た
。
そ
の
長
は
海
防
同
知
ま
た
は
海
防
通
判
で
、
府

の
長
官
で
あ
る
知
府
の
指
揮
を
受
け
た
。

（
81
）
転
行
　
上
司
の
命
令
を
受
け
取
っ
て
関
係
機
関
へ
転
送
し
て
通
知
す
る
。

（
82
）
査
照
　
調
べ
て
承
知
す
る
。
う
け
と
っ
た
文
書
の
内
容
を
よ
く
検
討
し
て

趣
旨
を
了
解
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
語

（「
用
語
解
説
」
参
照
）。

（
83
）
内
港
　
外
洋
と
は
隔
て
ら
れ
た
港
内
。

（
84
）
帯
進
　
つ
れ
す
す
む
。
一
緒
に
進
む
。

（
85
）
営
汛
　
営
は
緑
営
。
汛
は
緑
営
の
軍
組
織
に
お
け
る
最
小
の
単
位
で
、
千

総
・
把
総
等
が
率
い
る
。

（
86
）
験
明
　
検
査
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
会
験
明
白
の
略
か
。

（
87
）
館
駅
　
福
州
に
あ
る
琉
球
館
を
指
す
。
正
式
に
は
柔
遠
駅
と
言
う
。

（
88
）
安
頓
　
落
ち
着
か
せ
る
。
安
挿
と
同
じ
。

（
89
）
辦
理
　
処
理
す
る
（
こ
と
）。

（
90
）
詳
報
　
詳
文
で
上
級
官
庁
に
報
告
す
る
。

（
91
）
総
督
部
堂
　
総
督
は
複
数
省
の
民
政
・
軍
務
を
掌
る
地
方
行
政
の
最
高
の

長
官
（『
清
国
行
政
法
』
第
一
巻
下
、
三
一
～
四
〇
頁
参
照
）。
部
堂
は
、

六
部
の
侍
郎
を
い
い
、
堂
は
堂
上
官
の
略
語
。
各
省
の
総
督
に
も
尚
書
の
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銜
（
官
位
）
を
加
え
た
の
で
、
部
堂
と
い
っ
た
。

（
92
）
詳
　
上
級
機
関
の
指
示
を
仰
ぐ
た
め
、
下
級
機
関
か
ら
上
級
機
関
に
報
告

す
る
公
文
書
の
一
種
。「
詳
に
批
す
る
」
は
、
下
級
機
関
が
送
っ
た
報
告
文

に
上
級
機
関
が
批
（
指
示
）
を
入
れ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
布
政
司
か
ら
の

文
書
に
総
督
が
指
示
を
す
る
こ
と
。

（
93
）
査
得
　
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
の
意
。
官
庁
の
所
属
部

局
の
主
管
の
官
が
保
存
書
類
な
ど
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
問
題
の
案
件

に
関
す
る
自
己
の
見
解
を
上
司
に
具
申
す
る
と
き
、
文
章
の
冒
頭
に
用
い

る
。『
宝
案
』
で
は
、
題
本
・
詳
に
よ
く
み
ら
れ
る
。
文
末
に
「
案
に
在

り
」
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
94
）
率
領
　（
隊
伍
や
集
団
を
）
率
い
る
こ
と
。

（
95
）
閩
　
福
建
省
の
別
名
。

（
96
）
南
台
　
福
建
省
閩
侯
県
の
南
九
里
に
あ
る
釣
台
山
の
こ
と
で
、
島
の
北
岸
は

貢
船
の
停
泊
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
閩
江
と
南
台
島
の
間
の
中
洲
に
は
閩
海
関

が
置
か
れ
て
い
た
。

（
97
）
番
船
浦
　
閩
江
沿
い
に
あ
る
外
国
船
（
番
船
）
の
停
泊
所
。
福
州
と
南
台

を
結
ぶ
大
万
寿
橋
の
河
口
部
に
あ
る
中
洲
に
あ
っ
た
。
停
泊
所
と
し
て
番

船
浦
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
嘉
慶
末
以
降
か
ら
で
あ
る
。

（
98
）
駛
抵
　
航
行
し
て
到
る
。

（
99
）
福
州
府
海
防
同
知
　
福
州
府
の
下
部
機
関
で
、
沿
岸
の
防
備
な
ど
を
管
轄

し
た
福
州
府
海
防
同
知
庁
の
長
官
。

（
100
）
言
尚
焜
　
江
蘇
鑲
熟
の
人
。
挙
人
。
嘉
慶
十
三
年
閩
県
知
県
と
な
る
。
嘉

慶
二
十
二
年
に
は
署
福
防
同
知
（『（
同
治
）
福
建
通
志
』
巻
一
〇
八
）。

（
101
）
福
州
城
守
営
副
将
　
閩
、
侯
官
、
古
田
、
屏
南
、
閩
清
、
永
福
の
各
区
県

を
分
守
す
る
緑
営
の
長
官
（『
清
代
地
方
官
制
考
』
参
照
）。

（
102
）
安
慶
　
直
隷
清
苑
の
人
。
嘉
慶
十
五
年
五
月
補
福
建
北
路
営
副
将
と
な

り
、
嘉
慶
十
八
年
福
州
城
守
営
副
将
と
な
る
（『（
同
治
）
福
建
通
志
』
巻

一
一
九
）。

（
103
）
閩
海
関
　
福
州
城
外
の
南
台
島
に
お
か
れ
た
税
関
。
閩
海
関
の
管
理
は
福

州
将
軍
が
兼
ね
て
い
た
。
福
建
で
は
初
め
漳
州
に
海
関
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
後
南
台
、
厦
門
、
泉
州
、
涵
江
、
安
海
、
銅
山
、
閩
安
鎮
な
ど
に
置
か

れ
、
五
虎
門
か
ら
入
っ
て
く
る
船
に
は
閩
安
鎮
で
、
福
建
か
ら
出
て
い
く

船
に
は
南
台
で
納
税
さ
せ
た
（『
清
代
地
方
官
制
考
』
参
照
）。

（
104
）
希
霖
布
　
嘉
慶
二
十
二
年
の
閩
海
関
委
員
。『
選
編
』
で
は
南
台
口
税
務
驍

騎
校
と
し
て
名
が
み
え
る
。
驍
騎
校
は
清
代
の
八
旗
の
武
官
。

（
105
）
会
験
　
会
同
盤
験
の
略
。
合
同
で
検
査
す
る
。
立
ち
会
っ
て
点
検
す
る
こ

と
。

（
106
）
安
挿
　
落
ち
着
か
せ
る
。
配
属
す
る
。

（
107
）
造
冊
　
帳
簿
や
人
名
・
貨
物
等
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
。

（
108
）
抄
白
　
写
し
を
と
る
。
文
章
の
写
し
。
控
え
。

（
109
）
符
文
　
琉
球
国
王
が
進
貢
使
節
に
対
し
て
発
給
し
た
証
明
書
。
通
常
の
進

貢
使
の
ほ
か
、
冊
封
謝
恩
使
・
慶
賀
登
極
使
・
先
帝
へ
の
進
香
使
・
官
生

な
ど
、
北
京
へ
赴
く
人
員
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
。

（
110
）
執
照
　
琉
球
国
王
が
外
国
に
出
航
す
る
船
ご
と
に
発
給
し
た
証
明
書
。
原

則
と
し
て
一
船
に
つ
き
一
通
を
給
付
し
、
派
遣
の
理
由
と
目
的
地
、
使
節
・

乗
組
員
の
氏
名
・
人
数
、
積
載
荷
物
と
数
量
な
ど
を
明
記
し
た
。
進
貢
の

場
合
は
頭
号
船
と
二
号
船
そ
れ
ぞ
れ
に
発
給
さ
れ
た
。

（
111
）
清
冊
　
リ
ス
ト
。
明
細
。
目
録
。

（
112
）
転
造
　
他
機
関
か
ら
の
報
告
に
も
と
づ
い
て
作
成
す
る
こ
と
。

（
113
）
詳
送
　
詳
文
（
下
級
機
関
か
ら
上
級
機
関
へ
の
公
文
書
）
と
一
緒
に
送
付

す
る
。

（
114
）
撫
憲
　
巡
撫
。
憲
は
憲
台
（
地
方
に
駐
す
る
高
官
の
尊
称
で
、
総
督
・
巡

撫
に
対
す
る
呼
称
）。

（
115
）
主
稿
　
主
稿
官
。
主
と
な
っ
て
草
案
を
つ
く
る
こ
と
（『
六
部
成
語
注
解
』）。

（
116
）
合
併
声
明
　「
声
明
」
は
言
明
す
る
、
公
言
し
て
意
志
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
い
く
つ
か
の
事
柄
を
あ
わ
せ
て
言
明
す
る
。
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（
117
）
等
の
由
　
引
用
文
の
文
末
に
お
く
語
。
下
行
文
の
引
用
に
用
い
る
。

（
118
）
批
　
上
級
官
庁
が
下
級
官
庁
か
ら
、
ま
た
は
官
庁
が
民
間
か
ら
う
け
る
報

告
・
申
請
な
ど
に
対
し
、（
多
く
は
書
面
で
）
何
ら
か
の
決
定
・
指
示
・
回

答
を
与
え
る
こ
と
。「
批
を
奉
け
た
る
に
」
は
、
指
示
を
受
け
た
と
こ
ろ
、

（
以
下
の
よ
う
な
指
示
で
あ
っ
た
）
の
意
。

（
119
）
核
題
　
調
べ
て
題
奏
す
る
。

（
120
）
仰
候
　
仰
い
で
指
示
を
待
つ
こ
と
。「
仰
」
は
指
示
を
求
め
る
、「
候
」
は

（
意
見
を
）
う
か
が
う
、
の
意
が
あ
る
。

（
121
）
繳
す
　
か
え
す
、
返
還
す
る
の
意
。
上
級
機
関
が
下
級
機
関
か
ら
の
文
書

に
批
（
指
示
）
を
つ
け
て
返
送
す
る
時
、そ
の
批
の
末
尾
に
用
い
る
用
語
。

（
122
）
冊
　
帳
簿
、
帳
面
。
物
品
リ
ス
ト
。

（
123
）
史
（
致
光
）　
？
～
道
光
八
年
（
一
八
二
八
）。
浙
江
山
陰
の
人
。
乾
隆
五
十
二

年
の
進
士
第
一
人
。
嘉
慶
十
九
年
雲
南
按
察
使
、
貴
州
布
政
使
を
経
て
、
嘉
慶

二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
福
建
巡
撫
を
勤
め
た
後
、
雲
南
巡
撫
を
経
て

二
十
五
年
雲
貴
総
督
、
道
光
三
年
都
察
院
左
都
御
史
と
な
る
（
故
宮
博
物
院
図

書
文
献
館
「
伝
稿
」）。

（
124
）
察
核
　
取
り
調
べ
る
こ
と
。
文
書
な
ど
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
。

（
125
）
批
示
　
批
と
同
じ
。
下
級
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
た
文
書
に
付
記
さ
れ
た
上

司
の
指
示
。
こ
こ
で
は
総
督
部
院
の
指
示
。

（
126
）
抄
照
　
執
照
の
写
し
。「
抄
」
は
写
す
こ
と
。

（
127
）
存
送
　
同
一
文
書
の
写
し
の
一
部
を
当
該
機
関
で
保
存
し
、
他
の
一
部
を

関
係
部
署
へ
送
る
、
の
意
。

（
128
）
恩
を
体
例
に
籲
む
　
体
例
は
き
ま
り
、
規
範
。
規
範
化
さ
れ
て
い
る
慣
例

に
従
っ
て
恩
恵
を
賜
る
こ
と
を
要
請
す
る
、
の
意
。

（
129
）
接
貢
船
　
朝
京
の
使
節
団
を
出
迎
え
て
帰
国
さ
せ
る
目
的
で
派
遣
さ
れ

た
船
。
琉
球
は
十
五
世
紀
末
か
ら
二
年
に
一
度
朝
貢
す
る
こ
と
が
定
例
と

な
っ
て
い
た
が
、
十
七
世
紀
後
半
に
到
っ
て
進
貢
船
が
派
遣
さ
れ
な
い
年

に
進
貢
の
使
節
を
出
迎
え
る
と
い
う
名
目
で
、
船
が
福
州
に
派
遣
さ
れ

た
。
こ
れ
を
「
接
貢
」
と
呼
び
、
そ
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
船
を
「
接
貢

船
」
と
呼
ん
だ
。

（
130
）
兌
買
　
売
買
。
兌
は
売
り
渡
す
、
の
意
。

（
131
）
史
書
　
歴
史
の
書
物
。
史
籍
。

（
132
）
黒
黄
紫
皁
大
花
西
番
蓮
緞
疋
　
黒
・
黄
・
紫
・
皁
色
の
大
き
な
花
模
様
の

刺
繍
を
施
し
た
絹
織
物
の
こ
と
か
。
黒
・
黄
は
天
地
の
色
、
紫
は
神
仙
・

帝
王
の
色
、
皁
は
黒
で
、
朝
服
の
色
で
あ
る
。
西
番
蓮
は
ト
ケ
イ
ソ
ウ

（
時
計
草
）。
花
弁
が
時
計
の
よ
う
に
放
射
状
に
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

い
う
。

（
133
）
焰
硝
　
火
薬
。
硝
石
。

（
134
）
牛
角
　
牛
の
角
。

（
135
）
桐
油
　
オ
オ
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
種
子
か
ら
と
る
油
。
乾
隆
年
間
に
は
違
禁
貨

物
に
数
え
ら
れ
て
い
る
（『
選
編
』
一
一
頁
）。

（
136
）
黄
紅
銅
器
　
黄
銅
や
紅
銅
の
器
。
黄
銅
は
銅
と
亜
鉛
の
合
金
（
真
鍮
）、
紅

銅
（
銅
）
は
琉
球
の
進
貢
品
の
一
つ
で
も
あ
り
、
黄
銅
は
精
錬
が
難
し
く
、

い
ず
れ
も
貴
重
だ
っ
た
。

（
137
）
糸
綢
　
絹
織
物
の
こ
と
。

（
138
）
綾
絹
　
あ
や
織
り
の
絹
。
あ
や
ぎ
ぬ
。

（
139
）
紗
羅
　
紗
も
羅
も
と
も
に
薄
絹
、
ま
た
は
布
面
に
隙
間
を
も
た
せ
た
透
け

感
の
あ
る
布
の
こ
と
。

（
140
）
例
禁
　
条
例
・
規
則
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
禁
止
条
項
。
禁
令
。

（
141
）
収
買
　
購
入
す
る
。

（
142
）
乾
隆
二
十
八
年
の
間
、
諭
旨
　
乾
隆
二
十
八
年
（
一
七
五
九
）
の
諭
旨
。

「
准
其
歳
買
、
土
糸
五
千
觔
、
二
蚕
湖
糸
三
千
觔
、
用
示
加
恵
外
洋
至
意
」

と
あ
る
（『（
光
緒
）
清
会
典
事
例
』
巻
五
一
一
）
と
あ
る
。

（
143
）
土
糸
　
手
繰
り
の
生
糸
。
こ
こ
で
は
中
国
産
を
指
す
。

（
144
）
二
蚕
湖
糸
　
浙
江
省
湖
州
で
夏
季
に
産
す
る
生
糸
。

（
145
）
歳
買
　
年
間
額
を
定
め
て
購
入
す
る
こ
と
。
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（
146
）
前
憲
　
前
任
の
総
督
・
巡
撫
。
こ
こ
で
は
乾
隆
三
十
年
当
時
の
福
建
巡
撫

李
因
培
を
さ
す
。

（
147
）
奏
准
　
上
奏
し
て
皇
帝
の
裁
可
を
得
る
（
こ
と
）。

（
148
）
糸
觔
　
生
糸
。

（
149
）
綢
緞
　
紬
緞
と
も
。
綢
（
紬
）
も
緞
も
絹
織
物
。
綢
は
紬
、
緞
は
厚
み
の

あ
る
も
の
を
言
う
。

（
150
）
改
配
　
一
定
の
換
算
率
で
甲
を
乙
に
代
え
る
。
こ
こ
で
は
生
糸
を
絹
織
物

に
代
え
る
こ
と
。

（
151
）
抵
扣
　
あ
て
て
差
し
引
く
。
換
算
し
て
差
し
引
く
こ
と
。

（
152
）
扣
除
　
差
し
引
く
こ
と
。
抹
消
す
る
。
こ
こ
で
は
冊
に
記
し
た
乗
組
員
の

名
簿
か
ら
名
を
抹
消
す
る
。

（
153
）
給
示
　
指
示
を
与
え
て
。

（
154
）
呈
請
　
提
出
し
て
要
請
す
る
こ
と
。

（
155
）
開
館
貿
易
　
福
州
琉
球
館
に
お
い
て
琉
球
か
ら
持
参
し
た
銀
や
積
載
品
と

中
国
産
品
を
売
買
し
た
公
許
の
貿
易
。

（
156
）
体
恤
　
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
て
行
う
、
あ
わ
れ
む
。
恩
恵
。

（
157
）
憲
行
　
上
司
の
命
令
。

（
158
）
遵
奉
　
し
た
が
い
ま
も
る
。
遵
守
。

（
159
）
看
管
の
員
役
　
監
視
の
役
人
。

（
160
）
厳
飭
　
き
び
し
く
命
じ
る
こ
と
。
飭
は
命
令
す
る
こ
と
。

（
161
）
稽
察
　
治
安
保
護
の
た
め
官
兵
を
派
遣
し
て
巡
察
さ
せ
る
こ
と
。

（
162
）
採
買
　
購
買
。
選
ん
で
買
う
こ
と
。

（
163
）
摺
報
　
公
文
書
で
報
告
す
る
。

（
164
）
配
搭
　
船
に
載
せ
る
こ
と
。

（
165
）
扣
抵
　
抵
扣
に
同
じ
。
差
し
引
い
て
充
て
る
。

（
166
）
氈
条
　
毛
氈
。
毛
布
。
ベ
ッ
ド
に
敷
く
羊
毛
製
の
絨
毯
。

（
167
）
買
帯
　
購
入
し
携
帯
す
る
。

（
168
）
把
駅
の
員
弁
　
琉
球
館
の
警
備
役
人
。

（
169
）
陋
規
　
賄
賂
。
広
義
で
は
、
公
人
が
公
務
に
つ
い
て
法
律
で
定
め
ら
れ
た

給
与
以
外
に
受
領
す
る
収
入
を
さ
す
。
官
吏
が
種
々
の
名
義
を
設
け
て
不

法
に
徴
収
す
る
手
数
料
。

（
170
）
需
索
　
不
法
な
手
段
で
ね
だ
る
。
強
要
す
る
。

（
171
）
土
棍
　
土
地
の
棍
徒
（
無
頼
漢
）。

（
172
）
奸
民
　
狡
猾
な
人
民
。

（
173
）
勾
通
　
ぐ
る
に
な
る
。
結
託
す
る
。
結
託
・
共
謀
す
る
。

（
174
）
局
騙
　
巧
妙
に
他
人
の
財
物
を
詐
取
す
る
。

（
175
）
禁
物
　
交
易
を
禁
じ
ら
れ
た
物
品
。『（
光
緒
）
清
会
典
事
例
』
巻
五
一
一
、

礼
部
の
「
朝
貢
、
禁
令
一
」
に
「
凡
外
国
貿
易
、
不
許
収
買
史
書
、
黒
黄

紫
皁
大
花
西
番
蓮
緞
、
並
一
応
違
禁
兵
器
、
焔
硝
牛
角
等
物
」
と
あ
る
。

（
176
）
串
帯
　
ぐ
る
に
な
っ
て
持
ち
出
す
。

（
177
）
額
を
逾
え
て
　「
額
」
は
貿
易
が
許
可
さ
れ
た
定
額
（
年
間
購
入
額
）。
定

額
を
超
え
て
。

（
178
）
滋
弊
　
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
。
問
題
を
起
こ
す
こ
と
。

（
179
）
客
商
　
こ
こ
で
は
琉
球
館
付
き
の
御
用
商
人
を
指
す
。
球
商
と
も
い
う
。

（
180
）
細
冊
　
明
細
書
。

（
181
）
彙
造
　
一
つ
に
ま
と
め
る
。

（
182
）
査
考
　
検
証
し
て
調
べ
る
。

（
183
）
訳
諭
　
通
訳
し
て
諭
す
。

（
184
）
趕
緊
　
急
ぐ
こ
と
。
た
だ
ち
に
。

（
185
）
報
竣
　
終
了
を
報
告
す
る
こ
と
。

（
186
）
詳
請
　
詳
文
（
下
級
機
関
か
ら
上
級
機
関
へ
の
公
文
書
）
で
要
請
す
る
こ

と
。
こ
こ
で
は
布
政
使
か
ら
総
督
へ
公
文
書
で
要
請
す
る
こ
と
。

（
187
）
貽
悞
　
手
間
取
る
。
遅
れ
る
。

（
188
）
盤
験
　
関
口
・
津
渡
を
通
行
す
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
身
分
・
用
向
等
を

訊
問
し
、
荷
物
を
検
査
す
る
こ
と
。
盤
詰
査
験
の
略
。

（
189
）
透
漏
　
手
落
ち
、
遺
漏
。
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（
190
）  

柔
遠
駅
　
福
州
に
設
置
さ
れ
た
琉
球
使
節
の
宿
泊
所
。琉
球
館
と
も
い
う
。

（
191
）
寔
貼
　
実
貼
。
告
示
な
ど
を
掲
示
す
る
こ
と
。

（
192
）
暁
諭
　
は
っ
き
り
と
教
え
さ
と
す
。

（
193
）
章
程
　
程
は
法
式
。（
規
則
な
ど
の
）
法
式
を
記
し
た
文
章
。

（
194
）
飭
遵
　
命
じ
て
指
示
通
り
に
実
行
さ
せ
る
。

（
195
）
報
査
　
調
べ
て
報
告
さ
せ
る
こ
と
。
調
査
し
て
報
告
す
る
こ
と
。

（
196
）
竣
報
　
終
了
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
こ
と
。

（
197
）
通
行
　
文
章
を
送
っ
て
通
知
す
る
。

（
198
）
王
（
紹
蘭
）　
字
は
南
陔
。
浙
江
蕭
山
の
人
。
乾
隆
五
十
八
年
の
進
士
。

福
建
南
屏
知
県
、
閩
県
知
県
、
福
建
布
政
使
な
ど
を
経
て
、
嘉
慶
十
九
年

福
建
巡
撫
と
な
る
も
二
十
二
年
汪
志
伊
の
罷
免
に
伴
い
解
職
（『
清
史
稿
　

三
七
』
巻
三
五
九
、
列
伝
一
四
六
・
故
宮
博
物
院
図
書
文
献
館
「
伝
包
」）。

（
199
）
箚
付
　
訓
令
文
。
上
級
官
庁
か
ら
下
級
へ
行
移
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
上

司
が
そ
の
所
属
の
下
級
衙
門
に
給
す
る
こ
と
が
多
い
。

（
200
）
儀
制
司
　
礼
部
の
四
清
吏
司
の
一
つ
、
儀
制
清
吏
司
の
こ
と
。
朝
儀
・
冠

服
・
宗
室
の
婚
礼
・
学
校
等
の
事
務
を
分
掌
す
る
。

（
201
）
旬
慶
の
大
典
　
嘉
慶
帝
の
六
十
歳
の
誕
生
日
を
祝
う
め
で
た
い
儀
式
。
旬

は
十
日
、
あ
る
い
は
十
年
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
た
も
の
。
嘉
慶
帝
は
乾

隆
二
十
五
年
（
一
七
六
〇
）
生
ま
れ
で
あ
る
。

（
202
）
鑾
輅
　
鑾
和
（
天
子
の
車
に
附
け
る
鈴
）
の
附
い
た
車
。
天
子
の
乗
る
馬

車
。

（
203
）
時
巡
　
皇
帝
が
時
を
以
て
地
方
を
巡
視
す
る
こ
と
。
周
代
、
天
子
が
十
二

年
毎
に
春
は
東
、
夏
は
南
、
秋
は
西
、
冬
は
北
を
巡
っ
た
こ
と
か
ら
い
う
。

（
204
）
臣
工
　
群
臣
百
官
。
工
は
官
。

（
205
）
呈
献
　
贈
呈
す
る
。
献
呈
す
る
。

（
206
）
盛
京
　
現
在
の
遼
寧
省
の
省
都
瀋
陽
の
こ
と
。
遼
寧
省
は
中
国
東
北
部
に

位
置
し
、
南
西
部
は
黄
海
と
渤
海
に
面
し
、
南
東
部
は
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
と
接
す
る
。
清
朝
の
初
代
皇
帝
ヌ
ル
ハ
チ
の
時
、

遼
陽
の
京
城
か
ら
瀋
陽
へ
遷
都
し
て
盛
京
と
改
称
、
北
京
遷
都
後
も
陪
都

と
し
て
奉
天
府
と
い
い
、
行
政
長
官
と
し
て
府
尹
を
置
く
ほ
か
、
別
に
奉

天
将
軍
を
置
い
て
軍
事
を
統
括
さ
せ
た
。

（
207
）
三
陵
　
清
の
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
以
前
の
祖
先
の
墓
で
あ
る
永
陵
、
ヌ
ル
ハ
チ

の
墓
で
あ
る
福
陵
、
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
墓
で
あ
る
昭
陵
を
さ
し
て
三
陵

と
言
う
。

（
208
）
周
甲
　
満
六
十
歳
。
還
暦
。

（
209
）
雍
容
　
や
わ
ら
い
だ
姿
。
温
和
な
容
貌
。

（
210
）
揄
揚
　
褒
め
そ
や
す
。

（
211
）
天
保
頌
君
　
天
の
保
佑
に
よ
り
皇
帝
の
地
位
が
安
定
し
、
安
寧
が
続
く
よ

う
に
と
皇
帝
を
褒
め
称
え
る
こ
と
。
天
保
は
『
詩
経
』「
小
雅
・
鹿
鳴
之

什
・
天
保
」
に
「
天
保
定
爾
、
亦
孔
之
国
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
天
保
」
の

詩
序
に
は
「
天
保
は
、
下
の
上
に
報
い
る
也
。
君
能
く
下
に
下
し
て
以
て

其
の
政
を
成
せ
ば
、
臣
能
く
美
を
帰
し
て
以
て
其
の
上
に
報
ゆ
」
と
あ

る
。
頌
は
文
体
の
一
つ
で
神
明
・
人
君
な
ど
の
盛
徳
を
ほ
め
た
た
え
る
も

の
。

（
212
）
下
情
　
し
も
じ
も
の
様
子
、
庶
民
の
実
情
。

（
213
）
盛
典
　
盛
大
な
式
典
。

（
214
）
体
裁
　
詩
文
の
格
式
。
体
制
（
詩
文
の
体
裁
）
と
剪
裁
（
文
章
を
練
る
こ

と
）。

（
215
）
宗
室
　
皇
帝
の
一
族
。
満
洲
王
朝
の
創
始
者
た
る
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
の
父
・

顕
祖
宣
皇
帝
の
直
系
子
孫
を
い
う
。

（
216
）
王
公
　
諸
侯
。
王
（
親
王
・
郡
王
）、
公
（
公
爵
・
侯
爵
・
伯
爵
・
子
爵
・

男
爵
）。

（
217
）
満
漢
の
大
臣
　
満
洲
人
・
漢
人
の
各
大
臣
。

（
218
）
京
堂
　
京
官
（
京
師
に
在
勤
す
る
官
吏
）
の
こ
と
。

（
219
）
翰
詹
科
道
　
翰
は
翰
林
院
、
詹
は
詹
事
府
、
科
は
六
科
給
事
中
、
道
は
各

道
の
御
史
を
い
う
。
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（
220
）
科
甲
　
科
挙
の
こ
と
。

（
221
）
備
進
　
準
備
を
す
る
。
献
上
す
る
準
備
を
す
る
。

（
222
）
呈
逓
　
差
し
出
す
。
進
呈
す
る
。

（
223
）
廃
員
　
官
職
を
廃
止
さ
れ
た
者
。

（
224
）
罷
斥
　
罷
免
す
る
こ
と
。

（
225
）
越
分
妄
干
　
分
限
を
こ
え
て
み
だ
り
に
お
か
す
こ
と
。

（
226
）
僥
倖
　
思
い
が
け
ぬ
幸
せ
。

（
227
）
衙
門
　
役
所
。
公
的
機
関
。

（
228
）
貪
多
務
博
　
貪
多
は
多
く
を
貪
る
、
欲
を
深
く
す
る
。『
韓
愈
』「
進
学
解
」

に
「
貪
多
務
得
、
細
大
不
捐
」
と
あ
り
、
本
来
は
知
識
を
多
く
得
よ
う
と

務
め
る
こ
と
を
い
う
が
、
後
に
物
事
に
貪
欲
で
多
く
を
求
め
多
く
を
得
よ

う
と
す
る
こ
と
を
い
う
。「
務
博
」
は
「
務
得
」
の
誤
り
か
。
あ
る
い
は
広

く
（
多
く
）
得
よ
う
と
務
め
る
の
意
か
。

（
229
）
繊
巧
新
奇
　
繊
巧
は
細
か
く
巧
み
。
精
緻
。
新
奇
は
新
し
く
珍
し
い
。「
繊

巧
新
奇
為
る
を
競
う
」
は
冗
漫
、
過
剰
で
奇
を
衒
う
こ
と
を
競
う
、
の
意

か
。

（
230
）
対
揚
　
君
命
に
こ
た
え
て
そ
の
意
を
天
下
に
あ
ら
わ
す
。
民
に
向
っ
て
宣

揚
す
る
。「
人
臣
対
揚
の
体
に
非
ず
」
は
、（
近
来
進
呈
さ
れ
る
冊
は
）
皇

帝
の
意
を
人
臣
に
向
か
っ
て
宣
揚
す
る
体
を
な
し
て
い
な
い
、と
の
意
か
。

（
231
）
頌
賦
　
頌
と
賦
。
頌
は
人
君
の
盛
徳
を
ほ
め
て
神
に
告
げ
る
祭
り
の
詩
。

賦
は
比
喩
な
ど
を
用
い
ず
あ
り
の
ま
ま
に
よ
む
詩
の
叙
述
法
の
こ
と
。

（
232
）
敦
厚
　
情
に
厚
い
。
篤
実
。
誠
実
。

（
233
）
誇
多
闘
靡
　
自
ら
そ
の
宏
博
な
こ
と
を
ほ
こ
り
、
美
を
き
そ
う
。『
韓
愈
』

「
送
陳
秀
才
序
」
に
「
読
書
以
為
学
、
纘
言
以
為
文
、
非
以
誇
多
而
闘
靡

也
」
と
あ
る
。

（
234
）
択
言
　
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
。

（
235
）
雅
正
　
み
や
び
や
か
で
正
し
い
。

（
236
）
裨
用
　
役
に
立
つ
。
為
に
な
る
。

（
237
）
返
樸
還
淳
　
樸
に
返
り
淳
に
還
る
。
樸
・
淳
は
す
な
お
、
飾
り
気
が
な
い
。

原
始
的
で
誠
実
で
あ
り
質
素
で
温
厚
な
社
会
気
風
の
回
復
。

（
238
）
釐
正
　
治
め
正
す
。
あ
ら
た
め
た
だ
す
こ
と
。
改
正
。
革
正
。

（
239
）
行
文
　
文
書
を
送
る
こ
と
。

（
240
）
遵
照
　
指
示
に
従
う
。

（
241
）
箚
を
備
え
　
箚
は
上
級
官
庁
か
ら
下
級
官
庁
へ
送
る
公
文
書
の
こ
と
。
上

司
か
ら
の
命
令
文
書
を
付
し
て
、
の
意
。

（
242
）
移
行
　
同
等
機
関
に
移
文
を
送
っ
て
知
ら
せ
る
こ
と
。

（
243
）
憲
台
　
皇
帝
に
任
命
さ
れ
て
地
方
に
駐
す
る
高
官
の
尊
称
。
下
級
官
吏
の

上
司
に
対
す
る
尊
称
。
清
代
で
は
総
督
・
巡
撫
に
対
す
る
呼
称
。
こ
こ
で

は
閩
浙
総
督
の
こ
と
。

（
244
）
檄
行
　
指
令
を
送
る
。
檄
は
上
級
機
関
か
ら
の
指
令
の
文
書
。

（
245
）
厳
催
　
き
び
し
く
促
す
こ
と
。

（
246
）
完
竣
　
完
了
す
る
。
お
わ
る
。

（
247
）
取
結
　
結
（
保
証
書
）
を
作
成
す
る
こ
と
。

（
248
）
去
後
れ
り
　「
去
後
」
は
あ
る
事
件
が
完
了
し
た
こ
と
を
示
す
用
語
。「
～

し
お
わ
れ
り
」
と
読
む
場
合
と
、「
～
せ
り
、
そ
の
後
～
」
と
読
む
場
合
が

あ
る
（「
用
語
解
説
」
参
照
）。

（
249
）
離
駅
登
舟
　
駅
（
柔
遠
駅
）
を
出
て
船
に
乗
る
、
出
航
す
る
こ
と
。

（
250
）
原
報
　
当
初
の
報
告
。

（
251
）
連
江
県
　
福
州
府
連
江
県
。
台
湾
海
峡
に
面
し
、
県
の
南
端
は
閩
江
の
河

口
に
接
す
る
。

（
252
）
引
導
　
水
先
案
内
。

（
253
）
太
平
県
　
浙
江
省
台
州
府
に
属
す
る
。
浙
江
省
東
部
沿
海
の
ほ
ぼ
中
央
、

今
は
温
嶺
県
と
改
め
る
。

（
254
）
附
搭
　
搭
載
す
る
こ
と
。

（
255
）
跟
伴
　
従
者
。

（
256
）
報
故
　
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
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（
257
）
寔
在
　
実
際
に
。
実
際
の
。

（
258
）
通
共
　
ま
と
め
て
一
緒
に
。
合
計
。

（
259
）
統
計
　
集
計
す
る
。

（
260
）
呈
報
　
呈
文
（
下
級
機
関
か
ら
上
級
機
関
へ
提
出
す
る
文
書
）
で
報
告
す

る
。
ま
た
そ
の
文
書
。

（
261
）
稽
遅
　
遅
延
す
る
。

（
262
）
風
汛
　
発
船
に
適
し
た
季
節
風
。
こ
こ
で
は
琉
球
へ
の
航
海
に
有
利
な
初

夏
の
季
節
風
。

（
263
）
体
照
　
参
照
す
る
。

（
264
）
詳
明
　
詳
文
で
事
情
を
説
明
す
る
。

（
265
）
飭
令
　
命
令
す
る
。
命
じ
て
さ
せ
る
。

（
266
）
冊
・
結
　
細
冊
（
明
細
書
）
ま
た
は
清
冊
（
貨
物
・
人
名
リ
ス
ト
）
と
甘

結
（
証
明
書
・
保
証
書
）。「
冊
」
は
主
と
し
て
帳
簿
の
類
を
い
い
、「
結
」

は
積
載
し
た
貨
物
の
数
量
に
つ
い
て
の
証
明
書
を
い
う
。

（
267
）
備
造
　
作
成
す
る
。

（
268
）
呈
送
　
呈
文
を
送
る
。

（
269
）
案
に
備
え
　
案
（
書
類
）
を
記
録
し
て
。
登
録
し
て
。

（
270
）
拠
送
　
証
拠
と
し
て
送
る
こ
と
。

（
271
）
花
名
　
登
録
人
名
。
人
名
リ
ス
ト
。

（
272
）
給
咨
　
咨
文
を
発
給
す
る
こ
と
。

（
273
）
備
移
　
移
文
（
移
は
同
等
機
関
に
送
る
公
文
書
）
を
準
備
し
て
。

（
274
）  

汛
に
乗
じ
て
　
汛
は
季
節
風
の
こ
と
。こ
こ
で
は
季
節
風
に
乗
っ
て
の
意
。

（
275
）
行
令
　
下
級
機
関
に
文
書
で
命
令
、
指
示
す
る
こ
と
（「
用
語
解
説
」
参

照
）。

（
276
）
閩
安
協
　
閩
安
協
副
将
の
こ
と
。
閩
安
鎮
に
駐
し
、
海
防
を
担
当
し
た
。

（
277
）
長
行
回
国
の
日
期
　
長
い
航
海
を
し
て
帰
国
す
る
た
め
の
出
発
の
日
付
。

長
行
回
国
は
港
を
離
れ
遠
洋
航
海
し
て
帰
国
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、

福
建
の
護
送
船
が
五
虎
門
沖
ま
で
送
り
、
出
発
し
た
の
を
見
届
け
て
布
政

司
に
報
告
す
る
。
そ
の
間
一
ケ
月
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
五
虎
門

北
の
沖
合
ま
で
は
福
建
の
海
上
警
備
の
海
域
で
あ
っ
た
。

（
278
）
取
具
　
受
け
取
っ
て
保
管
す
る
。

（
279
）
題
を
請
え
　
題
は
上
奏
文
の
一
つ
。
上
級
の
諸
機
関
が
公
事
の
上
奏
に
用

い
た
文
書
（
題
本
）
を
し
た
た
め
て
上
奏
す
る
よ
う
に
、
の
意
。

（
280
）
冊
は
存
す
　
冊
（
帳
簿
、
物
品
リ
ス
ト
）
を
手
元
に
保
管
、
保
存
し
て
お

く
こ
と
。

（
281
）
清
楚
　
明
ら
か
。
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
こ
と
。

（
282
）
察
査
　
調
査
し
明
ら
か
に
す
る
。

（
283
）
庁
胥
　
胥
吏
の
こ
と
。
下
級
官
吏
。
下
役
。

（
284
）
玩
延
　
延
引
す
る
。
怠
慢
。

（
285
）
司
書
　
書
記
。
文
書
を
作
成
す
る
下
級
役
人
か
。

（
286
）
遅
擱
　
擱
は
、
中
断
す
る
、
遅
延
す
る
、
手
間
取
る
。（
文
書
作
成
が
）
遅

れ
て
い
る
、
の
意
か
。

（
287
）
放
洋
　
海
に
出
る
。
出
航
す
る
。

（
288
）
遅
悞
　
遅
れ
て
予
定
の
期
日
に
間
に
合
わ
な
い
。

（
289
）
査
明
　
調
査
し
て
明
確
に
す
る
こ
と
。

（
290
）
具
覆
　
文
書
で
回
答
す
る
。
返
事
す
る
。

（
291
）
詳
辦
　
詳
し
く
わ
き
ま
え
知
る
。

（
292
）
叙
詳
　
詳
は
上
級
官
署
に
出
し
指
示
を
仰
ぐ
公
文
。
詳
文
を
作
成
す
る
こ

と
。

（
293
）
速
速
た
れ
　
速
速
、
は
上
級
よ
り
下
級
へ
の
文
書
の
末
尾
に
記
し
、
そ
の

文
書
の
内
容
の
速
や
か
な
処
理
を
命
ず
る
語
。

（
294
）
移
知
　
同
等
機
関
に
公
文
書
を
送
っ
て
知
ら
せ
る
こ
と
。
移
会
、
移
行
も

同
じ
。

（
295
）
備
咨
　
咨
文
を
作
成
す
る
。

（
296
）
移
送
　
移
文
と
一
緒
に
送
付
す
る
。
移
文
は
同
等
の
、
統
属
関
係
に
な
い

機
関
の
間
で
交
換
す
る
文
書
（「
用
語
解
説
」
参
照
）。

－ 25 －
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